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「
も
は
や
時
遅
し
」で
諦
め
て
い
い
の
か

先
般
（
二
〇
二
三
年
六
月
）、
岸
田
政
権
の
目
玉
の
一
つ
で
あ

る
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
の
施し

策さ
く

の
概
要
（
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
）
が
判
明
し
た
。

施
策
は
、
政
府
が
二
〇
二
三
年
三
月
下
旬
に
示
し
た
「
た
た
き

台
」
に
沿
っ
た
も
の
で
、（
１
）
経
済
的
支
援
の
強
化
や
若
い
世

代
の
所
得
向
上
、（
２
）
す
べ
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
支
援
の
強
化
、（
３
）
働
き
方
改
革
（
共
働
き
・
共
育
て
）

の
推
進
を
三
本
柱
と
し
、
児
童
手
当
の
拡
充
（
例
：
一
・
二
兆

円
）
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
例
：
〇
・
八
兆
円
～
〇
・
九
兆
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フ
ォ
ロ
ー
ア
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性

岸
田
政
権
が
か
ね
て
よ
り
訴
え
て
き
た「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」の

概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。わ
が
国
で
加
速
度
的
に
少
子
化
が
進
む
な
か
で
、

本
当
に
有
効
な
対
策
が
何
か
を
検
討
す
る
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円
）、
奨
学
金
の
拡
充
な
ど
、
全
体
で
約
三
兆
円
～
三
兆
円
半な

か

ば

の
対
策
と
な
る
見
通
し
だ
。

と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
財
源
だ
。
政
府
は
当
初
、
六
月
の

「
骨
太
の
方
針
」
ま
で
に
検
討
を
深
め
る
と
し
て
い
た
が
、
年
末

ま
で
に
結
論
を
出
す
方
針
に
転
換
し
た
。
今
後
の
選
挙
戦
略
が
関

係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
方
向
性
が
な
い
わ
け
で
な
く
、

政
府
は
主
に
次
の
三
つ
の
措そ

置ち

で
財
源
を
賄ま

か
なう
方
針
だ
。

第
一
の
財
源
は
、
徹
底
し
た
「
歳
出
改
革
」（
例
：
年
一
八
〇

〇
億
円
程
度
）
を
段
階
的
に
五
～
六
年
間
で
行
な
い
、
一
定
の
財

源
（
例
：
最
終
的
に
〇
・
九
兆
円
～
一
・
一
兆
円
）
を
確
保
す
る

と
い
う
も
の
だ
。
ま
た
、
第
二
の
財
源
は
、
す
で
に
確
保
が
決
定

し
て
い
る
財
源
（
例
：
消
費
税
収
の
一
部
〇
・
二
兆
円
、
子
ど

も
・
子
育
て
拠
出
金
〈
企
業
負
担
分
〉
〇
・
二
兆
円
）
を
活
用
す

る
も
の
で
、
こ
れ
で
一
定
財
源
（
例
：
〇
・
九
兆
円
）
を
賄
う
。

最
後
の
第
三
の
財
源
は
、
政
府
が
「
支
援
金
」
制
度
と
呼
ぶ
も
の

だ
が
、
医
療
保
険
料
な
ど
の
上
乗
せ
で
一
定
の
財
源
（
例
：
〇
・

九
兆
円
～
一
兆
円
）
を
捻ね

ん

出し
ゆ
つす
る
と
い
う
も
の
だ
。

以
上
の
と
お
り
、「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
の
概
要
が
判
明

し
た
わ
け
だ
が
、
本
当
に
重
要
な
の
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
、
岸
田
政
権
が
対
策
を
急
い
だ
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
、
少

子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
た
め
だ
。

二
〇
二
二
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
以
下
「
出
生
率
」）
は

一
・
二
五
六
五
に
な
り
、
過
去
最
低
を
更
新
し
た
（
注
：
こ
れ
ま

で
の
過
去
最
低
値
は
二
〇
〇
五
年
の
出
生
率
〈
一
・
二
六
〇
一
〉

だ
っ
た
が
、
小
数
点
以
下
で
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
）。
一
九
七
〇

年
代
前
半
に
二
〇
〇
万
人
程
度
で
あ
っ
た
出
生
数
が
、
二
〇
二
二

年
に
は
八
〇
万
人
を
割
り
、
七
七
万
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
減
少
率
は
年
平
均
一
・
八
一
％
だ
。
政

府
の
予
測
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
）

で
は
、
二
〇
七
一
年
に
出
生
数
が
五
〇
万
人
を
割
る
と
し
て
い
る

が
、
現
在
の
ト
レ
ン
ド
が
継
続
す
る
と
、
二
〇
二
八
年
に
は
出
生

数
が
七
〇
万
人
を
割
り
込
む
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
六
〇

万
人
割
れ
は
二
〇
三
六
年
、
五
〇
万
人
割
れ
は
二
〇
四
六
年
と
な

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
策
定
し
た
の
が
、
今
回
の
対
策

だ
。
有
識
者
の
な
か
に
は
、「
対
策
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、

少
子
化
の
問
題
は
十
年
・
二
十
年
以
上
も
前
か
ら
深
刻
化
し
て
お

り
、
出
産
可
能
な
女
性
の
数
が
こ
こ
ま
で
減
少
し
て
し
ま
っ
て

は
、
も
は
や
時
遅
し
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
筆

者
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
人
口
減
少
を
直た

だ

ち
に
反
転
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
く
少
子
化
の
ト
レ
ン

ド
を
転
換
し
た
ほ
う
が
、
将
来
の
人
口
に
寄
与
す
る
効
果
が
高
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い
。
転
換
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
人
口
減
少
は
加
速
す
る
。

こ
の
た
め
、
岸
田
首
相
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
打
ち
出
し
た
意
味
が
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
課
題
も
多
い
。

財
源
問
題
も
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
は
、「
子
育
て
支

援
を
充
実
し
た
と
し
て
も
、
出
生
率
が
上
昇
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
」
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
前
提
に
、
各
施
策
の
効
果
検
証
を
行

な
い
、
今
後
の
施
策
の
序
列
や
優
劣
を
変
更
し
て
い
く
こ
と
だ
。

効
果
検
証
は
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
で
も
強
調
し
て
お
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
な
い
な
が
ら
、
既
存
施
策
の
延
長
線
に
と

ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
な
発
想
で
制
度
設
計
や
施
策
の
改
廃
を
行
な
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。
こ
の
点
で
、
本
当
に
重
要
な
の
は
「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
」
の
財
源
確
保
（
約
三
兆
円
～
三
兆
円
半
ば

の
帳
尻
合
わ
せ
）
で
は
な
く
対
策
の
中
身
で
、「
出
生
数
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
り
、
反
転
上
昇
を
促う

な
がす
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
対
策
の
効
果
検
証
や
改
廃
の
体
制
整
備
が
問
わ
れ
る
。
以

下
、
順
番
に
説
明
し
よ
う
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
生
率
低
下
が
示
唆
す
る
も
の

ま
ず
、「
子
育
て
支
援
を
充
実
し
た
と
し
て
も
出
生
率
が
上
昇

す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
既
述
の
と
お

り
、
筆
者
も
少
子
化
対
策
の
拡
充
は
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
対

策
の
必
要
性
は
否
定
し
な
い
が
、
こ
の
意
味
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

現
状
を
調
べ
て
み
る
と
分
か
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
北
欧
諸
国
の
一
部
で
、
日
本
で
は
、
子
育
て

支
援
が
充
実
し
た
モ
デ
ル
国
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い

が
、
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
生
率
は
高
く
な
い
。
二
〇
一
九

年
は
一
・
三
五
、
二
〇
二
〇
年
は
一
・
三
七
し
か
な
い
。
た
し
か

に
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
は
一
・
七
を
超
え
る
出
生

率
で
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
・
八
七
と
い
う
高
い
値あ

た
いで
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
は
急
低
下
し
て
現
在
の
出
生
率
は
一
・
四

を
下
回
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
の
二
〇
二
〇
年
の
出
生
率
は
一
・
三
四
（
二
〇
一

八
年
は
一
・
四
二
）
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
出
生
率
は
日
本
と
概お

お
むね
似
た
状
況
に
陥お

ち
いっ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
雇
用
不
安
が
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る

が
、
出
生
率
が
急
低
下
し
た
本
当
の
原
因
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
分

か
っ
て
い
な
い
。
仮
に
雇
用
不
安
が
主
因
な
ら
ば
労
働
市
場
の
安

定
化
が
必
要
だ
が
、
二
〇
二
二
年
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
失

業
率
は
六
・
八
％
に
低
下
し
て
お
り
、
少
々
疑
問
が
残
る
。
む
し

ろ
、
出
生
率
が
高
か
っ
た
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
の

210
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失
業
率
は
九
％
を
超
え
て
い
た
。

で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
育
て
支
援
策
が
日
本
と
同
様
に
貧ひ

ん

弱じ
や
くか
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
二
〇
二
〇

年
に
お
け
る
社
会
保
障
費
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
四
二
・
一
％
も
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
家
族
及
び
子
育
て
支
援
が
九
・
六
％
も
占
め
て

お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
家
族
関
係
社
会

支
出
（
家
族
及
び
子
育
て
支
援
）
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
約
四
％
（
＝

四
二
・
一
×
九
・
六
／
一
〇
〇
）
に
も
達
す
る
。
他
方
、
同
年
に

お
け
る
日
本
の
家
族
関
係
社
会
支
出
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
約
二
％
な

の
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
日
本
の
二
倍
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
生
率
は
日
本
と
同
程
度
に
低
下
し
て
い

る
の
だ
。

「
子
育
て
支
援
」と「
少
子
化
対
策
」の
違
い

で
は
、
何
が
問
題
な
の
か
。
一
つ
の
問
題
は
、
出
産
・
育
児
の

機
会
費
用
の
上
昇
と
い
う
の
が
経
済
学
の
標
準
的
な
見
解
だ
。
す

な
わ
ち
、
日
本
で
は
大
卒
の
女
性
が
出
産
・
育
児
に
よ
る
中
断
で

逸い
つ

失し
つ

す
る
生
涯
所
得
は
一
億
円
超
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
似

た
問
題
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
他
の
先
進
国
で
も
出
生
率
低
下
の

要
因
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
別
の
問
題
と
し
て
は
、「
子
育
て
支
援
策
」
と
「
少
子

化
対
策
」
の
区
別
が
十
分
に
さ
れ
ず
に
、
出
生
率
の
引
き
上
げ
に

関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
事
例
で
い
う
な
ら
ば
、
家
族
関
係
社
会
支
出
が
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

約
四
％
も
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
少
子
化
対
策
の
支
出
が
そ
の
す

べ
て
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
一
般
的
に
少
子
化
対
策
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
手
段
が
あ
り
、
出
生
数
の
増
加
そ
の
も
の
に
直
接
働
き
か

け
る
出
産
育
児
一
時
金
の
よ
う
な
施
策
（
ａ
）
と
、
出
産
後
の
子

育
て
支
援
を
行
な
う
児
童
手
当
や
学
童
保
育
支
援
の
よ
う
な
施
策

（
ｂ
）
の
二
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
教
育
や
子
ど
も
医
療
費
の
支
援

も
（
ｂ
）
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
。
少
し
前
に
話
題
と
な
っ
た
税
制

措
置
の
「
Ｎ
分
Ｎ
乗
」
方
式
も
、
グ
ル
ー
プ
（
ｂ
）
に
近
い
。

で
は
、「
子
育
て
支
援
」
と
「
少
子
化
対
策
」
の
違
い
は
何
か
。

そ
の
違
い
は
「
時
間
軸
」
で
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
た
と
え

ば
、
あ
る
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
が
子
ど
も
を
も
ち
た
い
と
考
え
て
か

ら
出
産
す
る
ま
で
と
い
う
「
時
間
軸
（
ａ
）」
と
、
出
産
後
か
ら

そ
の
子
ど
も
が
成
人
す
る
ま
で
の
「
時
間
軸
（
ｂ
）」
で
考
え
て

み
よ
う
。
こ
の
場
合
、
前
者
の
「
時
間
軸
（
ａ
）」
の
な
か
で
、

出
生
数
を
増
や
す
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の
が
「
少
子
化
対

策
」
で
あ
り
、
後
者
の
「
時
間
軸
（
ｂ
）」
の
な
か
で
、
生
ま
れ
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た
子
ど
も
を
も
つ
家
庭
に
対
し
、
そ
の
育
児
や
教
育
な
ど
を
支
援

す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の
が
「
子
育
て
支
援
」
と
区
分

す
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
不ふ

妊に
ん

治
療
の
支
援
の
時
間

軸
は
（
ａ
）
で
、
出
生
数
の
増
加
そ
の
も
の
に
直
接
働
き
か
け
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
少
子
化
対
策
」
に
属
す
が
、
児
童
手
当

の
拡
充
の
時
間
軸
は
（
ｂ
）
で
出
産
後
の
育
児
な
ど
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
「
子
育
て
支
援
」
に
属
す
。

も
っ
と
も
、
厳
密
な
意
味
で
は
、「
少
子
化
対
策
」
と
「
子
育

て
支
援
」
は
区
別
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
既
述
の
区
分
方
法

で
は
、
出
産
育
児
一
時
金
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
（
ａ
）
に
属
す
施

策
が
「
少
子
化
対
策
」
で
、
児
童
手
当
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

（
ｂ
）
に
属
す
施
策
が
「
子
育
て
支
援
」
と
区
分
で
き
る
。
だ
が
、

た
と
え
ば
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
毎
年
二
四
万
円
ず
つ
十
年
間
給

付
す
る
「
児
童
手
当
」
を
、
出
産
直
後
に
一い

つ

括か
つ

で
二
四
〇
万
円
給

付
す
る
施
策
に
改あ

ら
ため
る
場
合
、
そ
れ
は
「
出
産
育
児
一
時
金
」
と

実
質
的
に
同
等
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
（
ａ
）
と
グ
ル
ー
プ
（
ｂ
）

の
厳
密
な
区
分
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
は
事
実
だ
。

だ
が
、
こ
の
事
実
を
前
提
に
し
て
も
、
少
子
化
対
策
と
子
育
て

支
援
の
違
い
を
意
識
し
て
、
出
生
数
の
増
加
に
及
ぼ
す
効
果
の
序

列
や
優ゆ

う

劣れ
つ

を
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
の
違
い
を
意
識
せ

ず
、
グ
ル
ー
プ
（
ａ
）
と
グ
ル
ー
プ
（
ｂ
）
の
す
べ
て
に
対
し
、

総そ
う

花ば
な

的て
き

な
対
策
で
、
資
源
の
逐ち

く

次じ

投
入
を
行
な
っ
て
い
る
だ
け
で

は
、
財
源
的
な
制
約
も
あ
る
な
か
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
転
換
を

果
た
す
こ
と
は
難
し
い
。
人
間
は
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
く
、

行
動
経
済
学
的
な
知
見
を
考こ

う

慮り
よ

す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
（
ｂ
）
よ
り

も
グ
ル
ー
プ
（
ａ
）
の
ほ
う
が
出
生
数
の
増
加
に
寄
与
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
視
点
も
重
要
だ
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
有
配
偶
出
生
数
」

以
上
の
区
別
の
ほ
か
、
出
生
数
を
引
き
上
げ
る
コ
ア
が
何
か
、

し
っ
か
り
見
定
め
て
か
ら
、
対
策
を
打
つ
こ
と
も
重
要
だ
。
筆
者

は
、
こ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、「
出
生
率
の
基
本
方
程
式
」
だ

と
考
え
て
い
る
。

こ
の
方
程
式
は
筆
者
が
時
々
利
用
し
て
い
る
も
の
で
、「
合
計

特
殊
出
生
率
＝
（
一－

生
涯
未
婚
率
）
×
有
配
偶
出
生
数
」
と
い

う
関
係
式
を
い
う
。
日
本
で
は
婚
外
子
は
約
二
％
し
か
お
ら
ず
、

子
ど
も
を
産
む
女
性
は
結
婚
し
て
い
る
女
性
が
多
い
た
め
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
平
均
的
に
見
て
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
（
夫
婦

の
最
終
的
な
平
均
出
生
子
ど
も
数
）
に
「
有
配
偶
率
」（
＝
一－

生
涯
未
婚
率
）
を
掛
け
た
も
の
に
概
ね
一
致
す
る
。

こ
の
た
め
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
を
「
有
配
偶
出
生
数
」
と
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記
載
す
る
な
ら
、「
合
計
特
殊
出
生
率
＝
（
一－

生
涯
未
婚
率
）

×
有
配
偶
出
生
数
」
と
い
う
関
係
式
が
成
立
し
、
た
と
え
ば
、
生

涯
未
婚
率
が
三
五
％
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
が
二
で
あ
る
な
ら

ば
、
出
生
率
の
基
本
方
程
式
か
ら
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
三

に
な
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
夫

婦
の
完
結
出
生
児
数
は
一
九
七
二
年
の
二
・
二
か
ら
二
〇
一
〇
年

の
一
・
九
六
、
二
〇
一
五
年
の
一
・
九
四
ま
で
、
概
ね
二
で
推
移

し
て
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
計

特
殊
出
生
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
主
な
理
由
は
、
生
涯
未
婚
率

が
上
昇
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

出
生
率
の
基
本
方
程
式
か
ら
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
は
、
二
つ
の
施
策
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
一
つ
は

「
生
涯
未
婚
率
を
引
き
下
げ
る
施
策
」（
①
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
「
有
配
偶
出
生
数
を
引
き
上
げ
る
施
策
」（
②
）
だ
。
こ
こ
で

は
、
後
者
の
施
策
（
②
）
を
考
え
て
み
よ
う
。

既
述
の
と
お
り
、
有
配
偶
出
生
数
は
一
九
七
〇
年
ご
ろ
か
ら
概

ね
二
で
あ
る
が
、
生
涯
未
婚
率
（
〇
・
三
五
）
が
変
わ
ら
な
い
前

提
の
も
と
、
有
配
偶
出
生
数
が
三
に
上
昇
し
た
ら
、
ど
う
な
る

か
。
出
生
数
の
基
本
方
程
式
か
ら
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
九

五
と
な
る
。
こ
の
値
は
、
現
在
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
・
三
）

の
概
ね
一
・
五
倍
で
、
現
在
の
出
生
数
が
約
八
〇
万
人
で
あ
る
た

め
、
出
生
数
は
一
二
〇
万
人
程
度
に
跳は

ね
上
が
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

で
は
、「
出
生
率
の
基
本
方
程
式
」
で
、
有
配
偶
出
生
数
を
引

き
上
げ
る
施
策
に
注
目
す
る
理
由
は
何
か
。
一
つ
の
理
由
は
、
①

の
施
策
に
よ
り
、
生
涯
未
婚
率
が
三
五
％
か
ら
二
〇
％
に
引
き
下

が
っ
て
も
、
有
配
偶
出
生
数
が
二
の
ま
ま
で
は
、
出
生
率
は
一
・

六
（
＝
〇
・
八
×
二
）
ま
で
し
か
改
善
し
な
い
。
よ
り
極
端
な
議

論
で
は
、
生
涯
未
婚
率
が
ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
も
、
有
配
偶
出
生
数

が
二
の
ま
ま
で
は
、
出
生
数
の
上
限
は
二
で
、
人
口
置
換
水
準
の

二
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
涯
未
婚
率

が
三
五
％
の
ま
ま
で
も
、
有
配
偶
出
生
数
が
三
に
な
れ
ば
、
出
生

率
は
一
・
九
五
に
な
る
。
さ
ら
に
、
有
配
偶
出
生
数
が
四
に
な
れ

ば
、
出
生
率
は
二
・
六
に
な
り
、
人
口
置
換
水
準
の
二
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
一
九
四
〇
年
と
の
比
較
で
は
、
生
涯
未

婚
率
の
上
昇
要
因
よ
り
も
、
有
配
偶
出
生
数
の
低
下
要
因
の
ほ
う

が
大
き
い
た
め
だ
。
既
述
の
と
お
り
、
現
在
の
婚
外
子
割
合
は
二

％
だ
が
、
一
九
四
〇
年
も
約
四
％
し
か
な
い
。
こ
の
た
め
、
出
生

率
の
基
本
方
程
式
の
議
論
が
一
九
四
〇
年
で
も
適
用
で
き
る
。
出

生
動
向
基
本
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
九
四
〇
年
の
出
生
率
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は
四
で
あ
り
、
有
配
偶
出
生
数
は
四
・
二
七
も
あ
っ
た
。
出
生
率

の
基
本
方
程
式
か
ら
逆
算
す
る
と
、
一
九
四
〇
年
の
生
涯
未
婚
率

は
約
六
％
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
出
生
率
の
基
本
方
程
式
を
用
い
て
、
一
九
四

〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
出
生
率
低
下
の
要
因
分
解
を
行
な

う
と
、
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
要
因
（
婚
姻
率
の
低
下
要
因
）
は
約

三
三
％
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
の
減
少
要
因
は
約
六
七
％
と
な

り
、
後
者
の
要
因
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
大
き
い
。

出
生
率
の
低
下
の
主
な
原
因
は
生
涯
未
婚
率
と
い
う
意
見
が

時
々
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
違
う
。
最
終
的
に
は
政
治
判
断
だ

が
、「
生
涯
未
婚
率
を
引
き
下
げ
る
施
策
」
と
「
有
配
偶
出
生
数

を
引
き
上
げ
る
施
策
」
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
ま
ず
重
点
的
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
べ
き
か
は
、
基
本
方
程
式
か
ら
明
ら
か
で
は
な
い

か
。
な
お
、
生
涯
未
婚
率
が
上
昇
し
て
き
た
背
景
に
は
、
若
い
世

代
の
賃
金
が
伸
び
悩
み
、
そ
の
労
働
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
改
善
も
重
要
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
気
で
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
を
逆
転
さ
せ
る
な
ら
ば

も
っ
と
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
分
か
っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
や
っ

て
有
配
偶
出
生
数
を
二
か
ら
三
に
引
き
上
げ
る
の
か
。
こ
れ
は
容

易
で
は
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
、
異
次
元
の
対
策
と
し
て
、
第
三
子

以
降
の
出
産
に
つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
を
子
ど
も
一
人
当
た
り

一
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
上
げ
て
み
て
は
ど
う
か
。
既
述
の
と
お

り
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
概

ね
二
で
推
移
し
て
き
た
が
、
一
九
四
〇
年
代
の
完
結
出
生
児
数
は

概
ね
四
、
一
九
五
〇
年
代
は
概
ね
三
・
五
、
一
九
六
〇
年
代
は
三

弱
も
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
有
配
偶
出
生
数
の
二
か
ら
三
へ
の
引
き
上
げ
を
政
策

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
位
置
付
け
、
第
三
子
以
降
の
出
産
を
強
力
に
支
援

す
る
た
め
、
第
三
子
以
降
の
出
産
育
児
一
時
金
を
子
ど
も
一
人
当

た
り
一
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
施
策
で
あ
る
。

昨
年
、
岸
田
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
出
産
時
に
子
ど
も

一
人
当
た
り
四
二
万
円
が
支
払
わ
れ
る
「
出
産
育
児
一
時
金
」

を
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
五
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
出
生
数
の
減
少
ト
レ
ン
ド
を
見
て
も
、
八
万

円
程
度
の
増
額
で
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
に
転
じ
る
と
は
信
じ

が
た
い
。
岸
田
首
相
や
政
府
が
本
気
で
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
を
逆

転
し
た
い
な
ら
、「
第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
」
の
出
産
育
児

一
時
金
を
給
付
す
る
く
ら
い
の
覚
悟
が
必
要
で
は
な
い
か
。

で
は
、
財
源
は
ど
う
か
。
財
源
の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
が
、
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政
府
が
ま
と
め
た
今
回
の
対
策
の
財
源
は
総
額
で
三
兆
円
～
三
兆

円
半
ば
も
あ
り
、
こ
の
予
算
を
改
廃
す
れ
ば
三
兆
円
程
度
の
財
源

は
確
保
で
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
と
い
う
の
も
、
仮

に
出
生
数
が
八
〇
万
人
か
ら
一
二
〇
万
人
に
増
加
し
て
も
、
そ
の

う
ち
第
三
子
以
降
の
子
ど
も
が
三
〇
万
人
な
ら
ば
、
三
兆
円
（
＝

三
〇
万
人
×
一
〇
〇
〇
万
人
）
の
財
源
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る

（
第
一
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
だ
と
一
二
兆
円
も
の
巨
額
な
財
源

が
必
要
）。
し
か
も
、
こ
の
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
三
子
以
降

一
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
異
次
元
な
政
策
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
効
果

が
な
く
、
出
生
数
が
ほ
と
ん
ど
増
え
な
け
れ
ば
、
追
加
的
な
予
算

は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
。
第
三
子
以
降
が
一
〇
万
人
し
か
増
え

な
け
れ
ば
、
一
兆
円
の
財
源
し
か
か
か
ら
な
い
。
な
の
で
、
数
年

間
、
実
験
し
て
み
て
も
効
果
が
な
か
っ
た
ら
、
止や

め
れ
ば
よ
い
。

も
っ
と
も
、
本
稿
で
指
摘
し
た
第
三
子
以
降
の
重
要
性
は
政
権

も
理
解
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
児
童
手
当
の
見

直
し
に
お
い
て
、
政
府
は
第
三
子
以
降
の
支
給
額
を
加
算
し
て
い

る
措
置
を
拡
充
す
る
方
針
の
た
め
だ
。
だ
が
既
述
の
と
お
り
、
行

動
経
済
学
的
な
知
見
を
考
慮
す
る
と
、
児
童
手
当
の
拡
充
で
は
な

く
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
一
括
で
給
付
す
る
ほ
う
が
効
果
が

大
き
い
可
能
性
が
あ
る
。

年
末
に
結
論
を
先
送
り
し
た
財
源
の
問
題
も
あ
る
が
、
対
策
の

効
果
検
証
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
だ
。
す
な
わ
ち
、
岸
田
首
相
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
政
府
が
実
施
す
る
今
回
の
対
策
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
り
、
各
施
策
の
効
果
検
証
を
行
な

い
、
今
後
の
施
策
の
序
列
や
優
劣
を
変
更
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
の
う
え
で
、
出
生
数
の
増
加
を
目
標
に
掲
げ
る
な
ら
ば
、

本
当
に
コ
ア
と
な
る
政
策
手
段
を
見
定
め
、
一
点
突
破
の
姿
勢

で
、
た
と
え
ば
、「
第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
」
と
い
っ
た
施

策
に
対
し
て
資
源
を
集
中
投
下
す
る
検
討
も
行
な
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

な
お
、
出
生
率
低
下
の
主
な
要
因
は
出
産
と
育
児
の
機
会
費
用

の
上
昇
と
い
う
の
が
経
済
学
の
標
準
的
な
見
解
で
あ
り
、
こ
の
関

係
で
は
、
企
業
の
環
境
づ
く
り
が
も
っ
と
も
重
要
だ
。
た
と
え
ば

伊
藤
忠
商
事
は
働
き
方
改
革
の
成
果
と
し
て
女
性
社
員
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
を
模
範
に
し
て
、
企
業
の
取

り
組
み
を
「
見
え
る
化
」
す
る
観
点
か
ら
、
上
場
企
業
に
は
財
務

諸
表
に
非
財
務
情
報
と
し
て
出
生
率
の
公
表
を
義
務
付
け
る
こ
と

も
選
択
肢
と
し
て
あ
り
得
る
。

「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
と
い
う
ム
ー
ド
を
つ
く
る
の
は
望
ま
し
く

な
い
。
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
企
業
と
も
連
携
し
、
若
い
世

代
の
誰
も
が
希
望
す
れ
ば
結
婚
や
出
産
・
育
児
と
仕
事
の
両
立
が

可
能
な
環
境
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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